


























 

研究目的 

母子保健へのチームアプローチは行政レベルでのシステム・プログラムが基盤

となる。私達は大阪市の母子保健行政の流れにそって retrospective, 

prospective に乳児期から就学に至る実態を明らかにするとともに問題解決の

方途を検討した。 


